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I 緒 言

放射性同位元素 P32を Tracerとして生物学的研究に利用した Chiewitz等 (′35)以来

P32は各種の研究に顕著に応用されたが,その研究の多くは実験小動物による医学或は生化

学の分野に向けられ,畜産学における研究は此校的少く,更に冥別こついてP33を利用した研

究業賃は少く,また散見するところでは,専ら雌冥別こおいて研究され,雄芳郎こついての研究

はいよいよ少い状況にあると思われる｡

聾者は動物の燐成分の分布或は吸収,排浬などにおいて嘱乳類と鳥類,また更に雄鶏と雌

弟とでは,それぞれ生態的並びに生理的の相違があって,例えば薄の赤血球は有核であるな

どの事実から, それぞれ両者の間におのずから相違を示すものであることを想定し,先ず

P32を注射した雄対の血液 (全血)に現われる放射能を測定してみたので,或る期間におけ

る血液の放射能の消長について報告したい｡

尤もこの実験鶏は他の目的もあって実験されたものであることを附言する｡

この研究に御懇篤なる指導を賜った農博三村一教授に対し,深甚なる謝意を表する｡

ⅠⅠ 実験材料及び方法

この実験には本学畜産学教室にて飼養した WhiteLe gh orn 種5羽とBarredPlymouth

Rock種3羽合計 8羽の成籍雄を用いた｡1956年の夏7月 (実験 A),秋 10月 (実験 B)

と 1957年の夏7月 (実験 C),秋9月 (実敬 D)の4回にわたって各回2羽の鶏について

毎回 9-16日間実験した｡この実験期間が前記のように 9-16日に捗って,且つ毎回区々

であることは元釆この実験は他の目的もあって屠殺されたことによるものであるO

実験冥別ま毎回共に実験開始,数日前に研究室内のケージに移して従来通りの飼養を続け

た｡ただ飼料は日配の完全配合飼料を用いたが,実験期間中は, これに少量の小麦を加え

た｡

実験に用いた P32は,原液として柿塩酸に稀釈された Orthophosphateを使用し,これ

を塩化カルシウムを除いたリンゲル氏液にて 20-25倍に稀釈し,胸部の皮下に注射した｡

そしてその翌日から始めて毎日,翼下静脈から注射針を以って,あらかじめクエン酸曹達液

に浸し,乾燥したツベルクリン注射器へ 0.5-1.Oee採血し, 直ちに 1.% クエン酸曹達液

1ccの入った試料皿に移し,血中に均等に拡散した後,赤外線ランプで乾燥し測定に移つ
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た｡測定には科研製放射線計数器を使用し,細かい実験操作は Comar(′55)によった｡

測定し得た数値は体重 1kgに P321mcを注射したものとして換算した血液 1cc当りの

〃Cを以って表わし,更に Decay補正したものを図示または表示した｡

各実験鶏の個体番号と P33注射量とを一括表示すれば第1表の通りであるo

Table1. Generalproceduresforthebirds.

Note:P.R.BarredPlymouthRock,W.L WhiteLeghorn.

*onthedayofinjectionofP32.

本実験において放射能測定の試料としては上記の血液の外に,血球及び血清が用い られ

た｡

血球の放射能測定は,屠殺直前に3%クエン酸曹達液を吸引したツベルクリン注射器によ
って本液と同量の血液を採取し,これを同液を以って遠沈洗源すること 3-4回ののち,血

液と同濃度に浮薄させた血球液を得て,血液と同様に処理した.また血清の放射能測定は,

屠殺時の放血の血液を静置し,凝固分離したものから採取し,これをクエン酸曹達液を用い

ない試料皿に移して,血液と同様に処理した｡

ⅠⅠⅠ 実 験 結 果

実験期間中は毎日実験罪の体重を秤量したDその結果は期間中に著しい変化はなく,発は

正常であることが認められた｡

P32皮下注射後各薄より毎日採血し,放射能を測定した結果は第1図のとおりであるO

各回実験の2羽の成績は相互に概して平行的なカ-ブをとったので毎回2羽1組の平均値

を以って表わした｡

P32注射後血液の放射能は,実験Dを除き各回実験の注射後第1日を最低値とし,実験B

において注射後第 9日まで急速に増加し,以後多少の増減を示したが大体平衡状態で第 16･

日に及んだ｡この間第 12日に最高値を表した｡

実験Dにおいては P33注射後血液の放射能は第2日には第1日より減少し実験Dの最低

値となったが,以後第5日まで急速に増加し,その後は略平衡状態で経過した｡但し第 9日

に最高値を表し,以後若干減少することになった｡

実験 Aにおいては P32注射後第6日までやや急速に増加し,以後多少の動揺はあるが,
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略平衡状態であった｡この間第9日に最高値

を表した｡

実験 Cにおいては P32注射後第6日迄他

の実験例より更に緩慢ではあるが増加の一途

を辿り,以後平衡状態を示した｡但し注射後
10

第 3日は,第2日より減少を表わし幾分の変

調が現われた｡

これ等各回実験の放射能測定値を相互に此 0-5

軟すると,実験Bは他の実験のすべての測定

値より高値を示し,測定値の増加も急速であ

ったo実験Cにおいては P32注射後第2日の

測定値を除いて,すべて最低の値を示した｡

従ってその増加もほかであった｡実験A及び

Dの測定値は実験B及びCの中間の値であるが,
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Fig.1.ChangeinradioactlVltyOf
blood.

むしろ実験Cに近い値をとり,実験A及び

D両者の間では,実験Dが実験Aより高い値であった｡

次に屠殺時の血球及血清の放射能の測定結果を第2表に掲げる｡但し実験Aにおいては,

この測定を行わなかった｡

Table2.RadioactlVltyOfblood-corpuscle

andserum･(〝C)

ExperimentIWholeblood
: 二-=:
D I 0.602

Bloodserum

血球及び血清の放射能の和が血液の放射能と同じでないことは,各項目の測定上の誤差に

基くものと,血栗の測定を省いたために由るものである｡

表によれば血球の放射能は血清の放射能に比べて甚しく高く,平均において 17倍の高値

となっている｡但し血清の採取にあたって多少のさ容血があった｡

ⅠⅤ 考 察

P33皮下注射弟の血液の放射能測定の結果について考案するに,武田 (′55)によれば P33

注射鶏の血液の放射能は,注射後きわめて急速に増加し,15分後には最高値に達し,その後

2-3時間に急速に減少するが,3時間以降の減少は少く,以後24時間迄はほとんど増減が

なく,その後第3日より再び増加をはじめ,第5日頃より長時間に亘り高値を維持し,1カ

月後もなお相当高度の放射能を認めたことを報告している｡この注射後たちまち起る高値に

ついては,秋山等 (′54)が,家兎で P32注射30分後に,血液中の P32は最高となり,その

後略4時間で大半が消退 したが,その P32は血清無機燐によるものであることを報告してい

る｡

筆者の実験では, P32注射後 24時間で試料の採取を行っているので,その間の測定は欠

除することとなったが,以後の P32による放射能増加の経過は,武田の報告するところと略
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一致した｡

岳中等 (′54)ば invitroにおける,牛血球の実験にて,血液に P33 を添加し2時間後に

血球の摂取する P33 の塁は,7-35%,平均 19.8.% である事実をみている｡

これ等武田, 秋山及び岳中等の結果から考察を進めると,実射こおいても皮下注射された

P32 が急速に血液へ,主として血清無機燐として吸収され,その無機燐が全身の各組織器官

へ速かに配分され一部の血清無機燐は,血球-も配分されたことによって一定の平衡を保

ち,これが筆者の実験した P32注射後第 1日及び第2日の各回実験の最低値を表したものと

考えられる｡

さらに P32注射後第2次最高値として幾日かの経過を以って第5日～第9日迄急速に増加

して第2次の高値を保つことは,報の赤血球は嘱乳類と異なり有核であるから従って核酸を

多く含むこと,(Kamen,′51)並びに赤血球の成熟には,約5日を要すること (Hevesy,′48)

から推論して,一旦造血組織に配分された P33が,新生血球に現われてきたためと考察され

る｡

また血球及び血清の放射能を測定した結果は,血清の試料採取にあたって溶血があったに

も拘らず,血球の放射能は血清の放射能に比べて約 17倍あり,この場合血清の採取におい

て完全な処理がなされたならば,血球の放射能の此は更に高くなることが推察される｡

この血球に放射能の高いことは, P32注射後第 10日～第16日における血液の放射能が,

大部分は血球によるものであって,前記の第2次的高値の考察を裏書きするものである｡

実験Bの放射能が他の実験 D,A及びCの放射能より甚 しく高い値となっていることにつ

いては,一応季節的の相違即ち実験Bは秋 10月に行われ,実験A及びCは夏7月に,実験

I)は9月に行われたので,この季節の影響を考察したいが, しかし由るべき説明に苦 しむも

のである｡

Ⅴ 摘 要

1. 成鶏雄の皮下- P32 を注射 し,以後毎日採血して血液の放射能を9日-16日間に亘

って測定した｡また実験最終日 (屠殺)の血球及び血清の放射能を測定した｡

2. 実験は,夏7月2回,秋9月と 10月に各 1回,計4回,毎回2羽宛計8羽について

行った｡

3. P33注射後,血液の放射能は急速に増加して 5-9日に高値に達するが,その後は大

体その高値が継続して平衡状態にあった｡

4. 夏期の実験と秋期の実験とは,その結果が異り,すべての測定において夏期実験の値

は,秋期実験のそれよりも低かった｡ しかしこの原因が季節的影響に帰する説明には苦 し

む｡

5. 血球及び血清の放射能では,血球が著しく高く,血液の放射能は主に血球によるもの

であることをみた｡
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Summary

Subcutaneousinjectionoflabelledphosphate(p32)onadultcocksofdomes-

ticfowlwasfollowedbydaily measurementofradioactivityofthebloodfor

9-16days.Separatereadingsforthebloodcorpusclesandserum weredoneon

thelastdayoftheexperimentwhenthecockswereslaughtered.

Theexperimentswererepeatedfourtimes,twiceinJulyandonceinSeptem-

berandinOctober.Twocockswereusedforeach,totalingeightinnumber.

Theradioactivityofthebloodwasalreadyevidentonthenextdayofthe

experimentanditrapidlywentup,reachingtopvaluein5-9days.Thisvalue

wasusuallymaintaineduntiltheendoftheexperiment,

Difrerenceinthevalueswasfoundbetweenthesummerandautumnseries,

theformerdecidedlylowerthanthelatter.

YetseasonaleHectscouldnotbeaccountedforit.

Radioactivitywasremarkablyhigherinthebloodcorpusclesthaninthese-

rum,aconditionwhichpointstothefactthatthecorpusclesarelargelyrespon-

sibleforthemechanism.


